
コミュニティスポーツの現在
―5年間の助成を通して見えてきたこと―

日 　 時：2015年9月26日（土） 14：00～17：00
　　　  （受付開始：13:30～　17:30からは同会場にて交流会を行います。）

場 　 所：住友会館（東京都港区六本木1-6-1 泉ガーデンタワー42階）
　　　    Map⇒ http://izumigarden.jp/access/

定 　 員：70名

参 加 費：無料

申込方法：ウラ面の参加申込書に必要事項をご記入の上、9月16日（水）までに
　　　 　 FAXにてお申し込みください。
　　　　 （※参加申込の締切日前でも定員に達した際にはお断りさせていただく場合がございます。）

主 　 催：公益財団法人住友生命健康財団

協 　 力：特定非営利活動法人市民社会創造ファンド　

スミセイ
コミュニティスポーツ
推進助成プログラム

公益財団法人住友生命健康財団では2010年からスミセイ・コミュニティスポーツ推
進助成プログラムを開始し、2014年の助成をもって第Ⅰ期5カ年のプログラムを終了し
ました。2015年度から新たに第Ⅱ期のプログラムをスタートさせますが、この第Ⅰ期の
助成終了にあたり、その成果を確認するとともに、広くこのプログラムの趣旨や意味
を理解していただくため、記念のシンポジウムを開催することにしました。
コミュニティスポーツに関心をお持ちの方であれば、どなたでもご参加いただけます。
市民活動団体や研究者の方、多くの皆様のお越しをお待ちしております。

テーマ

第Ⅰ期 記念シンポジウム

公益財団法人住友生命健康財団 （担当：谷利、天野）　 TEL：03-5925-8660 ／ FAX： 03-3352-2021お問い合わせ
お申し込み先



スミセイ・コミュニティスポーツ推進助成プログラム
第Ⅰ期  記念シンポジウム 参加申込書

お名前（ふりがな）

参加希望プログラム □ シンポジウム　  　　□ 交流会

ご所属（団体名・会社名）

ご連絡先（電話・E-mail）

参加を希望するプログラムに　 印を付けてください。

シンポジウム 14：00～17：00

　開会挨拶　須﨑 晃一 （住友生命健康財団 理事長）

　基調報告： 第Ⅰ期で目指したこととその成果
佐藤 昭雄 （住友生命健康財団 常務理事）

　記念講演： なぜコミュニティスポーツなのか-その推進の意義
福岡 孝純氏 （日本女子体育大学 招聘教授）

　助成事例報告Ⅰ （調査・研究助成）
①地域におけるアダプテッドスポーツ環境の構築に関する研究　
　－大学・行政・市民団体との連携によるプログラム開発－
徳島大学大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部  准教授 行實 鉄平氏

②自閉症スペクトラムのある児童のためのスポーツワークショップの開発と
　スポーツワークショップを通したコミュニティ形成のためのプログラム開発
金沢大学子どものこころの発達研究センター  特任助教 竹内 慶至氏

コメント／福岡 孝純氏 （日本女子体育大学 招聘教授）
司　会／谷本 都栄氏 （帝京大学冲永総合研究所 助教）

　助成事例報告Ⅱ （実践助成）
①上天草「元気発進！」プロジェクト
特定非営利活動法人ひとづくりくまもとネット  岡田 聖史氏

②地域からグローバルまで。創造性あふれるストリートカルチャーの
　コミュニティプロジェクト『RAW SKOOL』
特定非営利活動法人Street Culture Rights  共同代表 阿部 将顕氏

③発達障がい児のコミュニティスポーツクリニックプロジェクト
総合型地域スポーツクラブ HEROES  クラブ代表 井之上 千秋氏

コメント／水谷 綾氏 （大阪ボランティア協会 事務局長）
司　会／山岡 義典 （市民社会創造ファンド 運営委員長）

交流会 17：30～19：30

申込先  FAX：03-3352-2021

Program


